




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査では下記の外貨交換率を使用した。 

 

 
 < Master Plan Study > 

USD$1.00 = Rp. 8,900 
USD$1.00 = Yen 118.00 

（2003 年 1 月） 

< Pre Feasibility Study > 
USD$1.00 = Rp. 8,500 

USD$1.00 = Yen 109.08 
（2003 年 10 月） 



 

序  文 

 

日本国政府は、インドネシア国政府の要請に基づき、同国のジャカルタ首都圏

総合交通計画調査（フェーズ２）にかかる開発調査を行うことを決定し、独立

行政法人国際協力機構がこの調査を実施しました。 

当機構は、平成 13 年 11 月から平成 16 年 3 月までの間に、株式会社パシフィッ

ク・コンサルタンツ・インターナショナルの輪千智一氏を団長とし、（株）パシ

フィック・コンサルタンツ・インターナショナルおよび(株)アルメックの共同

企業体からなる調査団を現地に派遣しました。 

また、平成 13 年 11 月から平成 16 年 3 月の間、筑波大学教授石田東生氏を委員

長とする作業監理委員会を設置し、本件調査に関し専門的かつ技術的な見地か

ら検討・審議が行われました。 

調査団は、インドネシア国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域に

おける現地調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運

びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・親善の一層の

発展に役立つことを願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援いただいた関係各位に対し、心より感謝を申

し上げます。 

平成 16 年 3 月 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

理事  松岡 和久 



独立行政法人国際協力機構 

理事 松岡 和久 殿 

 

 

 

伝  達  状 

 

 

謹啓、時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、インドネシア国ジャカルタ首都圏総合交通計画調査（フェーズ２）の最終報告書を提出い

たします。 

本報告書は、貴機構との契約に基づき 2001 年 11 月から 2004 年 3 月にかけてインドネシア国

において、（株）パシフィック コンサルタンツ インターナショナルおよび(株)アルメックの共同

企業体が実施した調査の結果をとりまとめたものであります。 

要約にはフェーズ 2 で実施したすべての調査業務の概要、統合型交通マスタープランに係る

提言、および 4 つのプレＦＳの主要な知見について述べています。本編第 1 巻ではまず現況

の都市交通問題と課題を認定した上で、都市交通政策と戦略を提言し、さらに都市交通マス

タープランを構築しています。本編第2 巻では、マスタープランから選定された 4つの優先プロ

ジェクトに対するプレＦＳの評価結果について述べています。 

本報告書の提出にあたり、諸般のご協力およびご助言を賜った貴機構および作業監理委員

会に心から感謝を申し上げるとともに、調査にご協力いただいたすべての方々、とりわけカウン

ターパート機関としての国家開発企画庁およびカウンターパート･スタッフの方々に深く感謝の

意を表す次第です。 

最後に、本調査結果がジャボデタベック地域の都市交通整備に寄与することを祈念いたしま

す。 

 

謹白 

 

インドネシア国ジャカルタ首都圏総合交通計画調査（フェーズ２） 

共同事業体：（株）パシフィック・コンサルタンツ・インターナショナル 

(株)アルメック 

団 長   輪千 智一 
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